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学 校 だ よ り 第19号

～ともに創造する（つくる）～
江東区立南砂中学校

校長 近藤 啓太

あらためて、平和について考えよう

1945 年の 3 月 9 日夜から 10 日未明に掛けて東京の下町は、約 300 機の B29 による空襲を受
けました。このとき投下された爆弾は 1665 トン以上に及ぶそうです。知識だけでは、当事者
の苦しみはわからないかもしれません。しかし、知識がなければ話しにもなりません。この平
和学習は、今の私たちにとって最も必要な学びの一つです。今回は、15 日に行われた１，２
年生対象の平和学習での生徒の感想を紹介します。

○防空壕を出た時に今までそこにあった家などがなくなっていて、はるか遠くの地平線が見えているというの
が、２時間のうちの出来事だと考えるとすごく怖いと感じました。 （１年生）

○私は「戦争」というものを小学１年生から知っていて、戦争の映画、本、博物館などよく目にしてきました。
私のおじいちゃんも小さいころに戦争を体験しているため、西尾さんのお話はよく理解できました。また、都道
府県が違うとこんなにも戦争の様子も変わるんだなと思いました。今日の話をおじいちゃんや親にも話して
あげようと思いました。 （１年生）

○想像していた大空襲が、思っていた以上に残酷で寂しいものだったこと、皆生きるために必死だったことが
分かりました。 （１年生）

○岐阜まで来ても、空襲で両親が死んでしまうかもしれないという言葉が重く感じた。１０年間話しているとは
いえ、辛い思い出を話してくださりありがとうございました。 （１年生）

○戦争を体験した人は少なくなってしまう、戦争の辛さ、平和の大切さを知らない人が増えてしまうので、私
はそういう人たちの代わりに伝えていくことができると思いました。 （１年生）

○テレビで見るより実際に体験した話はすごく重く苦しくつらいものでした。ポケットに入っていたみかんがゆだ
ってしまうほど外の空気は熱かったと聞いて、その中で亡くなってしまった人はとても苦しかったのではない
かと思いました。 （１年生）

○次の平和をつなげていくのは自分たちだから、平和についてもっと調べてみたいと思った。また、調べたこと
をみんなに伝えてみたいと思った。 （１年生）

●人の命を大切にして、１人１人を尊重した行動をする。この話を後世につなげていって、忘れることがないよ
うにしていきたい。当時の方たちの気持ちを考えていきたい。 （２年生）

●将来は政治に関心をもち、明るい社会にしたい。 （２年生）
●科学技術は原爆や焼夷弾など兵器などに使われるべきではない。将来、新しい科学技術を人や環境の
ためになることに使えるようにしていきたい。 （２年生）

●自分の知り合いが死んでいくのはすごく怖いし寂しく、ずっと話せなかったというのもわかる気がします。こど
ものために自分のことをあとにまわす親はすごいなと思います。 （２年生）

●以前は立てなくなるぐらい話したくない話を皆の前でしてくれる勇気がすごいと思いました。西尾さんのお父
さんがもっていたみかんを食べたことが印象に残っています。 （２年生）

●戦争を体験した方は少なくなっていくと思います。西尾さんがおっしゃっていたように、私たちが次の世代に
継承していくという行動をしたいと思いました。今の自分たちでは発信するということは難しいけれど、まずは
家族など周りの人に話をしたいと思います。 （２年生）

●戦争が始まることで当たり前だと思っていた日常が壊されて死んでしまう可能性があることが
印象に残りました。私は将来海外で働こうと思っています。みんなと仲良くして、戦争が始ま
らない世界を作っていきたいです。 （２年生）

人が人の命を奪うこと以上の不幸はありません。私たちは、今現在戦争のない国で生活して
います。しかし、他国における戦争の被害は毎日のように報道されています。「非人道的」ク
ラスター弾による一般市民の多数犠牲（12 日朝日新聞）、懲罰として戦場に送られた 20 歳の受刑
者による悲惨な証言（19日讀賣新聞）、スパイ容疑で連行され受けた性暴力（20日讀賣新聞）、･･･、
人間のおぞましい一面に、悲しい気持ちになります。
果てしない復讐の連鎖は止められないのでしょうか？また、戦争が始まらないようにするに

はどうしたらよいのでしょうか？私たちは、どう生きるべきなのでしょうか？
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東京新聞 TOKYOWeb（2020 年 8 月 9 日）に、「平和とは『地道に生活を続けていくこと』谷
川俊太郎さんが詩に込めてきた思い」というインタビュー記事があります。詩人として生き、
深く考え表現した詩は、私の理解や想像を超えます。谷川さんの詩を載せたはよいものの、私
には十分に理解するだけの経験がありません。しかし、次のような言葉がこの詩を読み解くヒ
ントになるように思います。
「地道に毎日の生活をちゃんと続けていくってことが平和だということだろうと思いますね。」
「人間の普通の生活を信じて、それを守るということしか戦争反対の道はないという気がする」

海の落語 2月 1日（木）

日本財団「海と日本プロジェクト」の協力で、出前授業を
全校実施しました。弁財亭和泉さんによる「カーボンニュー
トラル」の落語、環境学者の井出迫義和さんの講義「温暖化
による私たちの生活への影響」を（楽しく）学びました。

３月の行事
１日（金） 都立一次・前期発表 １４日（木） ３年地域清掃、都立二次発表
４日（月） 朝会、弁当の日、委員会 １５日（金） 予行、３年祝う会、職員会議
５日（火） １，２年スピーキングテスト １８日（月） 式準備

３年茶道体験 １９日（火） 卒業式
６日（水） Ｃ組校外学習 放学 ２０日（水） 春分の日
７日（木） ３年校外学習 ２１日（木） 離任式、避難訓練
８日（金） ３年生を送る会 ２２日（金） 保護者会、給食終了
９日（土） 都立二次・後期試験 ２５日（月） 修了式、学年集会、大掃除

１１日（月） 生徒朝礼、安全指導 ２６日（火） 春季休業始、定時制二次入試
１２日（火） 落語教室 ２７日（水） 校内研修、定時制二次発表
１３日（水） 職員会議 放学
※給食：１日（金）３年なし、４日（月）全校なし、１８日（月）３年なし、１９日（火）全校なし、２２日（金）給食終了

江東区家庭科理検定 区長賞（１年生で実施）
Ａ組
Ｂ組

東京都中学校新聞コンクール 佳作
生徒会（新聞名 エアメール）

全国教育美術展 入選
１年Ａ組 １年Ｂ組

生徒会表彰
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戦争が終わって平和になるんじゃない 平和な毎日に戦争が侵入してくるんだ
東京新聞 TOKYOWeb（https://www.tokyo-np.co.jp/article/47880）より

https://www.tokyo-np.co.jp/article/47880

